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On　Cupriferous．Pyrr血otite　Deposit．CoppeレL3ad簡Zinc　Deposits　and　the

　　Test　Boring　of　the　SakuragδMine　in　Y翫maguchi　Prefecture

By

Fumio　Kishimoto＆Yoshiz6Tsukamoto

Abstract

　　There　a郵e、many、su1丘de　deposits　in　this　region，Ikumomura，Abu－gun，Yamaguchi

Prefecture：Sakロrag6，Mizuho，Kawaiyama，Kitsunezuka，Gyδbata，Oyama，and　Noji　etc。

　　Among　these　mines，the　Chakunotani　deposit　of　Sakurag6and　the　Mizuho　are　pyrr－
hotite　deposits，but　the　Noji　is　the　pyrite　deposit　and　the　other　mines　belong　to　the　non－

pyrrhotite　bearing　coPP〔｝r－1ead－zinc　deposi㌻s・

　　Almost　of　all　deposits　in　this　region　are　of　pyro血etasomatic　or　contact　replacement

types．

　　The　deposits　of　Sakurag6mine　are　composed　of　cupriferous　pyrrhotite　deposits　and

copper－1ead－zinc　deposits．The　formerone　is　found　along　the　boundaries　between　lime・

st・neandslate・rh・mfels，、butlater・neal・ngthec・ntactpart・flimest・neanddyke
rocks－porhyrite，quarz　porphyry　and　liparite－intruding　the　so－called　Z6meki　limestone．

　　And　the　formation　of　the　Chakmotani　cupriferous　pyrrhotite　deposits　is弓10sely

corresponding　with　the　structure・of　these　cohntry　rocks．　But　it　seems　that　both　types　of

deposits　are　formed　by　the　different　priod　of　ore－mineralization。

　　Two　diamond　core　drillings　wereα瓦rried　done　on　the　unknown　area　of　the　pyrrhotite

deposit　in　Sakurag6mine，in　order　to　check　t虹e　results　of　geological　gleoPhysical　surveys・

　　One　dr皿hole　reached　to　an　o亡e　body　at　the　depth　Qf81．3m，and　its　thickness　are

ascertaind．8．71』m．

　　The・therh・1ewasdrilledfr・mthedepth・f65・Omt・80・75mi尊askamzong
with　a　little　amount　of　chalchopyrite　and　galena．

　　　　　　　　要　　約
　1）　調査地域は山口県阿武郡生雲村周辺で，一桜郷鉱山

のほか，川井山鉱山・狐塚鉱山・銅畑鉱山・大山鉱山と

野地鉱山等が分布する。

　2）磁硫鉄鉱鉱床としては，桜郷鉱山着ノ谷坑周辺と

瑞穂鉱山があり，そのほかは磁硫鉄鉱はほとんど伴なわ

ず，野地鉱山は黄鉄鉱鉱床であり，残りは銅・鉛・亜鉛

鉱床である。

　3）　桜郷鉱山は含銅磁硫鉄鉱鉱床と銅・鉛・亜鉛鉱床

とからなり，含銅磁硫鉄鉱鉱床は，石灰岩と粘板岩との

間に介在し，銅・，鉛・亜鉛鉱床は石灰岩と，そめなかに

貫入する珊岩・石英斑岩・石英粗面岩等φ岩脈との接触

＊鉱床部
＊＊元所員

部に胚胎する。

　4）　ほとんど全鉱床にわたりスカルンを伴ない（野地

鉱山を除く），接触交代鉱床に属する。

　5）特に着ノ谷坑内の含銅磁硫鉄鉱鉱床は，母岩の構

造すなわち盆状の榴曲構造に密接な関係がみられる。

　6）一零種の鉱床は晶出の時期的条件Q差鱒左右されて

生成したものと考えられ，まったぐ異なつた成因による

ものとは思われない。

　7）　試錐を実施した結果，第1号孔（本所事業）にお

いては深度8L3mで8m71の厚さの鉱体に着鉱し，　部

の粘板岩を確認した。第2号孔（受託調査）では深度65

mから，微量の黄銅鉱・方鉛鉱およびスカルンを含んだ

鉱床を確認し，下部の粘板岩を約3m掘墾して試錐調査

の目的を達した。
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1．緒　　言

　　　　わが国における鉄鉱資源として，磁硫鉄鉱が漸く注目

　　　されてきた昨今，金属課はまずその調査の魁けとして，’

　　　「山口県阿武郡桜郷鉱山地域を選定し，昭和28年10月下旬，

　　　から11月中旬まで，その調査にあたつた。

　　　一本調査は主として磯硫鉄鉱を目的とb地質調査のみ．

　　　ならず，電気探鉱・磁気探鉱・化学探鉱およびそれらの

　　　、ための地形測量と測線測量を併せ実施し，綜合調査の完

　　　成を期した。

　　　　本鉱山の鉱床は，着ノ谷坑を中心とした含銅磁硫鉄鉱

　　一鉱体群と，その北東の立岩坑・雁谷坑，東の糸崎坑，南

　，　の朝日坑，・藪尻坑・稼坑・大平坑および紅葉坑醗銅・

　　　鉛・亜鉛鉱体群とからなつている。鉱業権者を異にする

　　　瑞穂坑の含銅磁硫鉄鉱鉱床は，便宜上桜郷鉱山とともに

　　　並記した。

　　　　今回の調査によつて得られた資料め検討も一応終えた

　　　ので，結果を公表し，今後引続き実施される磁硫鉄鉱調

．　　査のために役立つことを願う「ものである。

　　　　なお調査中に多くの便宜を与えられた宇部興産株式会

　　　社および桜郷鉱業所の関係者各位に対して，深く感謝の

　　．意を表する次第である。』

　　　各調査担当者は次の通りで毒る。

　　　　地質調査　　　　岸本　文男

　　　　　　測量　　　　長岡東洋男

　　　　物理探鉱　1　柴藤喜平・小谷良隆

　　　　　　　　　　　小谷野長平・橋本知昌

　　　　化学探鉱　　　　石田与之助・貴志晴雄

　　　　　　　　　　　加藤甲壬

　　　その後昭和30年本所事業として直営で試錐を実施し，

　　さらに同鉱山の申請に基づき受託調査として試錐を実施

　　　、し，その結果も附記した・

2．位『置および交逼

　第1図に示すよう『に，桜郷館山の各鉱床は，山口県阿武

郡阿東町銅（旧生雲村字銅）から同白井谷に至る蔵目喜川

酉岸の東西約L5km，南北約3kmの地域に点在する。

　山元に至る経路は，山陽本線小郡駅から山口線に乗り
　　　　　　　　　　　　　　　　あかがねかえて三谷駅下車，そこから吉部行六ス（銅下車）の便

がある。銅から各旧坑までは徒歩によるが，現在採掘中
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、
の着ノ谷坑附近濠ではトラックを通ずる。

　鉱石は選鉱後磨トラッ4で三谷駅に直送される。’

3．沿革および現況

　伝説によれば，・奈良東大寺の大仏建立に際し，こ』の

銅を供出したと伝えられているが，明らかでない。明治
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26年（1893年）’以降で，本鉱山の歴史的隆盛をみたの

は，帝国鉱業開発株式会社の経営していた昭和19年頃と

昭和鉱業株式会社の経営していた昭和20年頃であるが，

それ以前の採掘によるとゑられる製錬鐸は鉱区内の諸処

にみられる。現鉱区内の分散する多くの旧坑は，小地域・

をもって，それぞれ一つの鉱山として稼行せられた時代

があつた。それらは北より立岩鉱山・雁谷鉱山τ瑞穂鉱

山・糸崎鉱山ボ朝日鉱山』藪尻鉱山および桜郷鉱山と呼

ばれていた。
　　　　　　　　も
　しかし，これら嫉主とレ宅銅を目的とし，亜鉛と鉛を

副産していたもので，瑞穂鉱山と桜郷鉱山のピ部に存在

す多含銅磁硫鉄鋸鉱床とは含銅品位のきわめて高いもの

を抜掘りした程度であつたらしい。

　これらの鉱区は昭和2！年に昭和鉱業株式会社によつて

一括買収され，その後昭和24年に現権者が買収するまで

旧桜郷鉱山を除いては採掘にみるべきものはなかつた。

現在ノは含銅磁硫鉄鎮の採掘に専念しているが出鉱量少な

く，採掘方針の再検討の声が天きい。

　鉱業権関係

　　鉱業権者『「宇部興産株式会社，

　　　　　　　　宇部市

　　鉱種金・銀・銅㍗鉛・亜鉛・硫化鉄
鉱区番号

鉱業．所

山口県採登第59号，同！08号

　ゲ　グ　第122号

　ク　試登第5，333号

宇部興産株式会祉・桜郷鉱業所
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山口県阿武郡阿東町銅

一4、地形および地質

　当地力は山口県北東部の中国山脈のほ父中央に位置

　し，古期堆積岩の分布する地域で，調査地の南端部に

は，石英斑岩帯がみられ，比高400mφ急峻な地形を示

　しているのに対房古期堆積岩，特に石灰岩帯註1）は緩

．やかな起伏を示し，地形は明らかに異惹つている。両地

域は地形のみならず・植物景観にも自ずと差異を示レて

』いる。

　当地域の地質は古期堆積岩として，見掛け上，下部か

ら中粒質～細粒質砂岩（石灰岩をレンズ状に胚胎する〉・

粘板岩，いわゆる蔵目喜石灰岩が整合的に堆積し，その

上に関係不明な砂質粘板岩が被覆する。これらはともに

一連の榴曲を繰り返し，走向N30。W～N55。E，傾斜0

～500Nを示して，北東方の諸鉱山（川井山鉱山・銅畑

鉱山・狐塚鉱山等）地帯に延びている。

　4．1砂岩層とそれに挾まれる石次岩

　調査地西部から北西部年かけて分布すう砂岩層獄，中．、

粒質と細粒質の不規則に混り合つたもので，ともにきわ

めて堅硬な茶褐色の岩石である。層理が不明瞭なため

に，摺曲状況は明らかでないが，全体としては単斜構造

と考えられる。

　この岩層中に挟まれて，雁谷上流に石灰岩が露出す

る。本岩はレンズ状を呈し，自色非結晶質で部分的に緬

状である。

　ともに化石を発見するに至らなかつた。こ＼に瑞穂坑

がある。

　4．2粘板岩P
　黒褐色の泥質粘板岩ぐ・前渾の砂岩層の上位に整合

　しノ層理は堵較的明瞭であう・したがつて・その摺曲状

況はよく観察できた。すなわち，「全体としてはN20。E

内外の走向と，傾斜300E内外であるが，鉱床近くでは

緩やかな摺曲を繰り返して，傾斜はNE－S　Eの間に種

種変化し，また局部的にも微摺曲の著しい所がある。摺

曲構造嫉本岩と石灰岩との接触部に近く発達し・特に鉱

床胚胎箇所の下盤に著しい傾向があり，小断層の多いの

も，またこの附近である。化βを認めることはできなか

’つた。

　4．3　石次岩（蔵目喜石灰岩）

　調査地域め中来から東部にかけて広く露出するもの

で，岩相は白色から灰色，非晶質で部分的に豆状のもの

　と緬状のものとが認められる。この石灰岩とその下位に

ある泥質粘板岩との関係ほ，部分的に異なり，・断層によ’

つて接する場合と・整合する場合とがあ多。地質構造は

註1）上部古生代といわれている・

（岸本文男・塚本由．三）

採掘跡からみて，摺曲を緩やかに繰り返しているよう・

に思う。’その問にスカルンを挟む（小林貞一5）のいう

O▽er－thrust線上にくるという問題は，’なお広く踏査し

なけれぱならない）化石は認められなかつた。

　4．4　新期含炭層

　藪尻第ヱ号坑内に認められる含炭層は，石灰岩中の澗

穴を充たしたものらしく，石灰岩との境界は不規則で凌）

り，粘土を多く伴なった亜炭層である。しかし亜炭の層

理はまつたく認められず，層というよりはむじろ塊とい・

うべきである。，この亜炭は化学課で分光分析の結果，ゲ

ルマニウムを含んでいることがわかった。すなわち，資．

料No．1については灰分中0．016％（亜炭中の灰分約8

『％），：No．2では灰分中0．002％（亜炭中の灰分約20％）

を示した。なおこの含炭層の規模は坑道の大半が埋没し

ているために，判然としない。

　4．5　砂質粘板岩「

　着ノ谷坑のすぐ北の石灰岩台地上に分布する粘板岩・

は1風化作用を受けることが著しいために露出が少な

く，かつ層理も木明瞭であるるしたがつて石灰岩層との・

関係は明らかでない。

　岩右自体は黒褐色砂質で変質の有無も明らかではな

、いo

　これらの堆積岩を被覆した石英斑岩岩体がある。調査

地南縁部において認められるものでダ直接に鉱床の成因』

となつたものではないが，堆積岩を貫ぬくN20。E～N－

30。W，50～900W傾斜にほ支平行した岩脈類は，この石一

英斑岩岩体と関係深いものと思わ紅る。

　この岩脈類は鉱床，特に銅・鉛・亜鉛鉱床と密接な関

係を保つているので，鉱床探査の重要なi亘dicaterとな．

つている。

　4．6　石英寵岩岩体

　本岩体は，・藪尻坑南方に広く露出し，石灰岩に若干の・

接触交代作用を与え，本岩石のなかにも珪灰石を認める

ことができる。　1

　後述する岩脈群は，いずれも本岩体に成因的関係をも、

ち，相互に若干前後するだけであることは推定に難くな．

い。

　4．7岩脈類
　調査地域内に認められる岩脈は，閃縁珊岩岩脈・班岩

岩脈・石英粗面岩岩脈・石英斑岩岩脈の4種類である。

　417．1　閃縁紛岩岩脈

　着ノ谷坑下一番西押坑の引立にみられるもので，N

35QWの断層に沿い，800NEめ傾斜を保つている。本岩

は塩基性で斑晶に石英をみないも断層際には薄く透輝

石・灰鉄輝石等のスカルンを伴なつている。これは本岩

が特に着ノ谷坑の鉱床の成因に関係しているものと思わ
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麗羅1右英粗面岩岩廉／走向および傾斜　　Eヨカ“・マ　　　　　　［Z］椎定岩脈
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30一（558）



山口県桜郷鉱山含銅磁硫鉄鉱鉱床および銅・鉛・亜鉛鉱床調査ならびに試錐調査報告　（岸本文男・塚本由三）

れ，注意をひくものである。

　4．7．2　紛岩岩脈

　これは走向N200E～N30。W（部分的にはN700W）

で，50～900E傾斜するのが最も多く，その特微は延長

性に富むことである。

　岩質は安山岩質で，石基の結晶度は高く，流状組織を

欠く。

　本岩脈が石灰岩が接触する附近には，銅・鉛・亜鉛の

鉱床を形成する。輝石班岩に属する。

　4．7．3　石英粗面岩岩脈

　一部融蝕を受けた石英の斑晶をみることがあるほか，

カリ長石と融蝕を受けない石英，ごく少量の黒雲母の斑

晶があり，石基は隠微晶質で，流状構造がまれにみら
唱
れ

る。一部にゾソイダイト質のものも存在する。

　桜1号坑においては，前述の玲岩岩脈を斜めに切つて’

貫入している。

　、卑部の立岩坑から南東の朝は坑の間に連続するこの種

の岩脈は，石灰岩との間にきわめて銅分に富んだ鉱体を

生成している。これが一つの特色である。

　4．7．4　石英斑岩岩脈

　前記石英粗面岩岩肺とほ父平行に，調査地内の諸所に・

存在する灰自色の微花南岩状組織を有する石英粗面岩質

岩である。

　ほかの岩脈どの前後関係は明らかでない。砂岩と石灰

岩中に貫入する場合には，いずれも量の多少はあるが，．

スカルンを伴ない）その幅は2～5m程度である。北酉

・の瑞穂斜坑口のものは，含銅磁硫鉄鉱を伴なうものと推

P
．
定

される。この点は他の岩脈と異なつている。

5．鉱　　床

　桜郷鉱山の鉱床は，鉱石・母岩・形態を異にした次の

2種の鉱床かうなる。．

　　　含銅磁硫鉄鉱鉱床

　　　銅・一鉛・亜鉛鉱床

　15．1　含銅磁硫鉄鉱鉱床

　含銅磁硫鉄鉱鉱床には次の4種の産状を認めた。

　すなわう，①石灰岩（泥質）と粘板岩との間に胚胎す

るもので1着ノ谷坑坑内の鉱床がこれである。②石医岩

と砂岩との間に爽在するもので瑞穂掌坑鉱床がこれに相

当する。⑧石灰岩と粘板岩の接触部に近く後者中にある

・もので，着ノ谷坑坑口にみられる。④石英斑岩岩脈と砂

戸岩の接触部に存在し，瑞穂坑斜坑の鉱床が，これに相当

すると思われる。

　いずれもスカルンを伴ない，そのなかに胚胎する交代

鉱床である。

　5．1．1着ノ谷第1・2・3鉱体（第3図参照）

　着ノ谷坑内で認められる第1・第2・第3鉱体は，見1

掛上石灰岩（泥質）を上盤として粘板岩との間に爽在す

る。この種のものは，大露題西部旧坑附近から南西部の、

両岩の境界部に沿つて所女に存在している。

　着ノ谷坑内の各鉱体は，・幅最大3m，走向延長最大40

m，落し延長最大100n！の規模を有し，膨縮の著しい扁

平芋状で，一部は脈状を示す。走向と傾斜は・変化が著

しく，それぞれN700E～N40bW，W10～700耳を示

す。落しの水平方向は，N800E～S800：Eにや》変化し

ている。

　各鉱体は灰鉄輝石・柘榴石註2）‘透輝石・縁簾石・珪

灰鉄鉱等からなるスカルン帯中に主として塊状に，ま

たは一部縞状に胚胎するもので，スカルンの量は鉱体の

膨大する附近では少なく，鉱体の縮少する附近では多く

なり，かつ鉱体を離れる。母岩に近づくにつれて柘榴

石註3）め量は漸次増加する。た父しスカルンの帯状分布

の状態は，細部については必ずしも一定とはみ丞し難
’
い
。

一般にスカルンと母岩との境は不規則であるが，鉱

体と母岩の接触する部分は比較的鮮明で，多少ガリ鉱を

倖なう場合と縞状鉱を伴なう場合とがみられる。鉱体は

石灰岩とズカルンの間に胚胎するよりも，粘板岩側に寄

る場合の方が多い。

　各鉱体は1つの富鉱部（膨大部）からその下部の富鉱

部へ前述の落しをもつて連続するが，その間は細脈状，

小塊状，ガリ鉱状を伴ない，スカルンに囲まれている。

水平延長方向における未端部ではスカルンのなかに磁硫

鉄鉱・黄銅鉱が漸次散点し，ついに消滅するに至つてい

る。

　鉱石鉱物註4）は各鉱体をや＼異にするが，最も多いも

のは磁硫鉄鉱で，黄銅鉱、・閃亜鉛鉱・磁鉄鉱を伴ない，

部分的に硫砒銅鉱等を混じ象ている。鉱体けスカルンを

脈状に切る場合が認められるので，スカルンは早期の晶

出と考えられる。磁硫鉄鉱の分布については後述する。

　5．1．2着ノ谷坑口の鉱床

　本鉱床は粘板岩に挟まれて，スカノレンを伴なうもの

で，着ノ谷坑内の鉱床に比較し小規模で，ほとんε磁硫

鉄鉱のみからなり，黄銅鋸は少なく，その形状は芋状を

なすものと，脈状をなすものとがある。スカルンの幅の

『
広

い所では石灰岩の残留するものが認められる（Om地

並第2鉱体の一部）。このこと1から本鉱床は粘板岩中に

挟まれた石灰岩を交代した鉱床と考えられる。母岩はホ

ルン7エ’ルス化している。なお本鉱床は露頭部からほと

』31一（559、

註2）　2種あP，灰鉄柘榴石と灰馨柘榴石であるQ・

註3）　灰馨柘榴石
註4）　鉱石鉱物については，構成鉱物と相互の関係

　等，鉱石課郷原技官の詳しい報告がある。
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第3図　櫻郷鉱’山坑内図その1（凡例爽通）

んど採掘済である。

　5．1．3一瑞穂堅坑の鉱床

　レンズ状註5）石灰岩は雁谷の上流未端近くの細粒質砂

岩を主とする地層中にあつて，現在堅坑め跡がみられ

る。その西側接触部にはスカルンを伴なう磁硫鉄鉱体が

存在し，磁硫鉄鉱に富み黄銅鉱は少な駆。鉱床の規模は

幅1m前後で，走向延長約5Pmまで認めちれる。延長方

向は走向N45。W，傾斜は垂直に近い。

　この石灰岩中を貫ぬいて，玲岩岩脈が幅約1mを保っ

て走向N150W，傾斜800Eを示すが，この接触部には幅

10cm以下のスカルンがあるのみで鉱石は認められない。

しか’し本鉱床生成にζ：の岩脈が関係があるものと考えら

れる。

註5）　この構造については，脊斜頂部の可能性もある

　ドので1再吟味を要するo，

　5．1．4　瑞穂斜坑Q鉱床

　瑞穂堅坑Φ南約259m下流から北東に分岐する支派ギ

流に北西向の旧斜坑がある。現在この坑道から産したと

思われる不純分の少ない磁硫鉄鉱鉱石が坑口附近に積ん

である。坑道水没のため，詳細は不明であるが，坑口に

石英斑岩岩脈が走向N300E，ほ父垂直に走り，両盤は．

中粒質の砂岩である。貯鉱中には系カルン鉱物（透輝石一

縁簾石等）がみられる。これらから推定して本鉱床は石

灰質砂岩ないし砂岩中の石灰岩のレンズと岩脈の接触部，

かまたはそれに近い部分にあ、る高品位の磁硫鉄鉱鉱体を

採掘したものであろう。’

　露頭は岩脈と砂岩の接触部にあたり，少量のヤケを伴

な6，スカルンから変化したものと思われる粘土を認め

る。

　以上の成因については，構造支配の章ウと譲るご

32・一一（560）
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5．2　銅・鉛・亜錯鉱床

含銅磁硫鉄鉱鉱床が分布する石灰岩と粘板岩との境界

L鳳

e
岬
闘
区
起’

温　、

コ

講

憩

郷

　　部以西にけ，銅・鉛・亜鉛錺床が広1く分布する。

　　　とれらの鉱床は，石灰岩とこれを貫ぬく前述（第

　．4章）の岩脈類との間およびその近くの石灰岩中に

　　胚胎する。主として脈状を示し，膨縮著しく，部分的

　　に塊状ないし芋状を呈する。鉱体の走向・傾斜はS

　　N～N30。W，60～臼0。Wで，脈石として比較的少量

　　の透輝石・透角閃石・珪灰右等のスカ〉レンを伴なう。

　　　鉱床を構成する鉱石鉱物は，各鉱体およびその位

　　置によつて相当異なるが，一般に黄銅鉱・閃亜鉛

　　鉱・i斑銅鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱等からなり，・微量の硫

　　砒鉄鉱『・磁硫鉄鉱等を伴なう。

　　　鉱床は部分的に鉱染鉱を伴なう。塊状鉱体の走

　　向・短軸・長軸方向の延長は大小様々である。

　　　岩脈とスカルンおポび鉱体の相互の関係には次の

　　ようなことが認められた。亀

　　　桜1号坑において，スカルン鉱物帯を横断する玲

　　岩岩脈の分岐脈が認められた。，これに類する現象

　　，は，藪尻1号坑においても認められる。したがつて

　　玲岩岩脈はスカルン生成後に逆入したものと解され

　　る。また鉱体の分岐脈がスカルン鉱物を脈状に横断、

　　したものもあるて桜1号坑その他）ので，スカルン

　　ほこれら3者のうち，最も初期の生成にかかわるも
　　鯉・　　のと考えられる。一方磁硫鉄鉱がスカルン鉱物中に

　　鉱染状に分布する点からみると，P大部分の鉱床の生
区
め　　成はズカルン鉱物紅続いて生球されたものと思われ．

鯉
　　尋・

　　βなお，．跨岩岩脈と鉱体との関係は明らかでない。・

　　　以上述べたように，岩脈の分布と鉱床の分布と
　　　　ぬ　　は，実際上密接に関連しているので，探鉱上におい

　　て岩脈の分布の意義は大きい。

　　　次に各鉱体について報告する。

　　　512．1立岩坑鉱床　「

　　　調査地の北東隅には一“立岩”と呼ぶ石英粗面岩岩

　　脈の露出がある。その傍にほ荒廃した坑口があり，．

　　坑内の状況はまつたくみられないが，案内者の言か

　　ら推察すると，鉱床はこの石英粗面岩岩脈の存在に

　　・関係があり，鉱石は斑銅鉱を主とし，黄銅鉱を僅か

　　に伴なうものであつたようである。

　　　鉱床は小鉱体の断続するものであつたというが，’

　　坑内採掘の程度が不明で，残鉱の有無についても知．

　　ることはできない。川のレベル以下は未着手と考え

　　られる。

　　　5．2．2雁谷坑鉱床

　　　立岩坑の南，雁谷下流一帯には多数の旧坑がある。

　　これらは一部の坑道を除いて埋没φため詳細は不

34一（562）
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明である。これら旧坑の各鉱床は地表にみられる石英粗

面岩と輝石班岩の両岩脈に関係あるものと考えられる。

一すなわち両岩脈と石灰岩（結晶質）との接触部附近に

は，珪灰石を主とするスカルン帯を形成し，そのなかに

ほとんど斑銅鉱のみからなる芋状鉱体を胚胎しているの

が認められる。鉱体の規模は大きかつたといわれている

が1、実際に観察しうるところでは㌧約50t程度である・一

鉱体の長軸の方向は岩脈の走向に平行してはいない。，

　なお附近には鍍の山が築かれているうえ・旧坑の数も

多い。したがつて坑内の採掘はきわめて広範囲に及んで

一いるものと考え．られる。今後探鉱は道路準より下部に向

かつた方がよいと考えられる。

　銅品位はきわめて高いが磁硫鉄鉱は認め得なかつた。，

　5．2．3　朝日坑鉱床

　調査地最南東部に位置し，鉱床は結晶質石灰岩と，こ

れを貫ぬきぽ貢南北に走り，東に6στgoo傾斜する輝石

紛岩との間に，断続的に胚胎し，柘榴石・灰鉄輝石・透

輝石等からなるスカルン帯中に存在するご

　鉱石は鉱棄状と細脈状をなし，閃亜鉛鉱・方鉛鉱・磁

硫鉄鉱・黄銅鉱の曝か・斑錫鉱が細脈状に珪灰石スカル

ンの間隙を充している。この部分は銅の晶位がきわめて

高い。

　しかし，朝日坑の鉱体は，走向・傾斜ともに連続性に

乏しく，しかも小規模である。目下川底に高品位銅鉱体

が確認できるが，川底であるために採掘不能となつてい

る。

　’5．2．4　紅葉2号坑鉱床

　着ノ谷坑に至るトラック道路の途中南西岸に2号坑Φ

，こ坑口があり，どの対岸には1号坑があつたが，現在は宛

全に埋没している。

　いずれも輝石（一部閃緑岩質）．班岩岩脈の両盤境を追

1跡したものである。したがつてN10・一40。Wの走向を有

’する岩脈に沿つて，北がら南へ坑道け延びていたもので

，ある。

　1第2号坑口から僅かはいつた所に少量のスカルン（透

輝石・、緑簾石・庚鉄輝石∵柘榴石等）を伴なつた小塊状

　ないし細脈網状の鉱体を認めるほかに，注目できる鉱体

億発見するに至らなかつた。

　坑口の鉱体は傾斜延長約2．5mである。坑内一般鱒魯

　て鉱石は閃亜鉛鉱と黄銅鉱のほか，斑銅鉱・磁硫鉄鉱・

　黄鉄鉱等を微量に伴なつている。

　　なお，鉱脈は下方に伸びると同時に岩脈も南に伸びて

　いるから，’下部と南部に探鉱の余地があると思う。

　5．2．5　藪尻1・2号坑鉱床

　　藪尻沢口において認められるN10～209Wに走る輝石

　紛岩（3本以上平行する）を掘進した坑道として，藪尻

1号（堅入）坑・同2号（鑓押）坑がある。　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　鉱床は2号坑中でよく採掘されて、おり，その状態は次

の通りであつた。

　岩脈は600以上の急傾斜で主として東に傾き，スカル

ン帯を分岐脈で横断する。そのスカルンは，柘榴石・緑

簾石・珪灰石・灰鉄輝石等からなり，そのなかに閃壷鉛

鉱・方鉛鉱・黄銅鉱を主とし，斑銅鉱・磁硫鉄鉱・硫砒

鉄鉱等を伴なう鉱体を胚胎する。その鉱体は0．01～1m

の幅に膨縮する脈状鉱体ないし扁平レンズ鉱体である。

　鉱体は特に岩脈の屈曲する所，すなわち水平的には急

に走向をi変える附近で・垂直的には緩傾斜部位に寧鉱体

を形成し，走向延長40m，傾斜延長60mに及んでその外

部にガリ状貧鉱を伴なうものもある。下部と南方とを探

鉱して石英斑岩との関係を知ることが望まレい。

　5．2．6　新坑桜1『号坑および大平坑鉱床‘

　着ノ谷坑の対岸から南へ掘進して，藪尻坑北東方まで

貫通している坑道の鉱床である。長い坑道であるが。，北

部鉱体と南部鉱体とで，そ：の性状を異にする点が少なく

ない。

　すなわち北部の鉱石が，透輝石？透角閃石および柘榴

石を主とするスカルン中に，黄銅鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱

を主とする塊状と縞状の粗粒質であるのに対し，南部の

鉱石はズカルン少なく，少量の透輝石・緑泥石および柘

榴石とともに，閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱および斑銅鉱

を主とし，塊状・脈状・縞状あるいは網状・鉱染状を呈

する。

　岩脈には輝石玲岩とこれ葎貫ぬく石英粗面岩および輝

石珊岩とほま平行（N200W前後）に走る石英斑岩とが

ある。これらの岩脈の傾斜は，いずれも東方で大部分は

急斜する。

『鉱床は大部分が輝石玲岩と石灰岩の接触部に，一部は、

石英斑岩と石灰岩の接触部（新坑鉱体）と，それらの1近

くの石灰岩中に胚胎する。そして大平坑の旧見張附近に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
最大富鉱部が形成され，鑓幅0・01～2m，走向延長55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遭m，傾斜延長70m以主の間で膨縮を繰り返している。磁

硫鉄鉱は鉱体の下部に比較的よく認められるが，量的に，

は問題にならない。一般的構造の特色は，岩脈の上盤側F

に鉱体が存在する傾向がきわめて強レ・ことである。この

一般的特色に加えて，旧見張附近の構造的特色は，岩脈

　（班岩）の轡曲が激しく，また20～300Eの緩傾斜をし

ていることである。

　この富鉱部と岩脈との構造的関係は，この地域の岩脈

年伴なわれる銅・鉛・亜鉛鉱床の共通の現象である1。こ

の事実は富鉱部探査の指針として一考すべきであろう。

　石英粗面岩岩脈は，班岩岩脈中に貫入し，その接触部

附近に軽度の接触交代作用を行い，そのため少量のスカ
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第6図櫻郷鉱山坑酉図その3各坑口の相互の位置は実際のものではない

ルンと微量の磁硫鉄鉱を生成鉱染しているに過ぎず，い

わゆるAuto血etamorphismによって珪化作用と粘土

化作用を蒙つていうのを認めた。

6．含銅磁硫鉄鉱鉱床の構造支配の問題

　，着ノ谷坑坑内図に示すように，鉱体は主として石灰岩

と粘板岩（強弱の差のあるホルンフェルス化）の間に挟
1
在 しているが．こ＼でそれらの接触面と鉱体の存在およ

び形態との関係について述べる。

　南から第1・第2・第3の鉱体群が知られているが，

それらを通じていえることは，石灰岩と粘板岩の接触面

は，全体として東方に傾斜，部分的には必ずしも東傾

斜でなく，水平より西落しを示すこともある。じかも各

鉱体の富鉱部は，傾斜のきわめて緩y・といとろ＠胚胎し

ているうえ，特に窮！鉱体にお恥て明らかなように石灰

岩底の盆状構造そのものが，富鉱体の形態を示している
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7．品位および鉱量
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　各鉱体の富鉱部から得た試料について，本所化学課後

藤隼次が分析した結果を報告して参考に供する。

　7．1　品位

　7．1．1　含銅磁硫鉄鉱

採集場所
・着ノ谷坑第1鉱体零m

〃、〃　下1準
〃　第2鉱体零m準

・ゲ　　ク　下2準

ゲ　第3鉱体零m準

ゲ　　ゲ　下1中準

ヴ　　〃　下2準

Cu（飾）IFe（％）

5．44　26．53

12．92　40．13

4．60　15．05

0．40　29．43

0．76　32．89

5．76　45．48

0．56・40．02

S（％）

22．12

16．71

5．36

15．42

20．90

31．27

23．33

備考

第・　　　7

7．1．2　銅・鉛・亜鉛鉱

黄銅鉱鉱体

縞状鉱

採集場所
！Cu（％）IZn（％）1Pb（％）iAs（％）

20臥

図

　〆ZO

てとは注目すべきであろう（第7図参照）。この断面は

次の通りである。

　したがつてこのような盆状構造を指唆する着ノ谷坑北

方（地質図参照）においても同様のことが考えられる。

　しかし坑内には下2番坑においてN　O～20。E～N20。

Wに走り西に急斜する断層と，・同様な走向で東に急斜す

る断層とが存在し，ともに正断層で鉱体の位置を変化さ

せている。この夫断層は上部に向かつて西に偏向し，大

切坑（零tn）地並においてN650Wに走り，鉱体も上部

ではこの断層のために40～600NWに走向を変えてい
る。

　なおこの大断層に切られる別の断層中に，縞状の磁硫

鉄鉱を少量認める（下2番坑東押二叉部）。これはこの

石灰岩中の断層が，鉱液の通路的意義をもつ亡とを意味

するものであるQ

　磁硫鉄鉱の鉱体中での分布にういても，構造的関係が

1暗示される。すなわち各盆状構造の上部・中部において

はほとんど磁硫鉄鉱からなうが，下部に准むに？れて黄

銅鉱が増加し，磁硫鉄鉱は減少する。特に逆傾斜（西方

傾斜）となる部分においては磁硫鉄鉱の鉱体中に占める

・1割合はきわめて小さくなる傾向を有する。

藪’尻12　号坑
朝　　　日　　坑

1．41

4．23

49．54

17．89

0147

0．00

6、67

　ちなみに現在採掘中め着ノ谷坑鉱床の手選精鉱品位

は，硫化鉱としてS：25～28％，銅鉱としてCu：4～

8％であるという。

　7．2鉱量
　両種鉱床は坑ロレベル以上はほとんど採掘完了し，し

たがつて確定鉱量もぽとんど零に近い。

　しかし第6章に述べたように，水平的にも南と北にお

いて，垂直的にも下部において，それぞれ富鉱体を予想

じうる構造関係がみられた6．したがつて，詳細は省略す

るが，予想できる鉱量と推定鉱量は相当期得できる。

8．探鉱方針

　以上のことから桜郷鉱山における探鉱方針としては次

のことが考えられる。すなわち含銅磁硫鉄鉱鉱床として

は，（王）石灰岩と粘板岩との間にあるスカルン帯を追

跡するのを第一主眼とする。（2）既知鉱体の延長とし

て，第1鉱体の下部にあたる下2番東押を延長する。

（3）同じく第3鉱体の下工中段と下工番西押の間を探

鉱する。（4）未知鉱体としては，着ノ谷坑北方（第2

図参照）の盆状構造を推知する附近の探鉱。（5）瑞穂

立坑の探鉱等が地質的に考えられるところである。

　また銅・鉛・亜鉛鉱床については，（！）石灰岩と岩

脈との境を追跡するのを第二主眼とする。（2）両盤い

ずれを追うとなれば岩脈の上盤を先にする。（3）お》『

むね既存坑によつて岩脈の追跡が行われているが，2，3

放置された岩脈があるからその探鉱。＜4ンいずれも坑
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道準以上は採掘済と考えられる。したがって下部探鉱を

考えること。（年）それには立岩・雁谷・藪尻2号，大

平および大露頭西旧坑の各坑から実施されたら良いだろ

う（岸本記）。

3寸，長さ11mの3本組櫓で各脚部の開きは5、m鱒し

た。

　試錐用ポンプ用水は附近に水源がなく，鉱業所の渦巻

型ポンプ2台を使用し1旺P電動機で揚水した・揚水パイ

．プは3吋ガス管で延長約530m，揚程約70mである。、
9．．試錐点の選定

　』試錐は着ノ谷第1・第2・第3鉱体の延長方向の調査

を目的とした。位置選定にあたつては，鉱体が石灰岩と

F粘板岩との境界に胚胎する事実から，深き60～80m程度

でそれらの境界に到達するように算定される範囲内で，

昭和28年旋行された電気探鉱・化学探鉱の結果判明した

徴候塗考えあわせ適当な地点を決定したものである。

　したがつて地形その他の立地条件による試錐作業の難

易は一応度外視して選ばれた。

　’第1号孔は鉱業所から山道で約1kmのところにあ

り，試錐地点は緩傾斜の小丘陵の中間に位し，附近は雑

耕によつて覆繍濠土瞭褐色粘土で祖醇さは

約7mである。

　第2号孔は第1号孔から直線距離185n｝あり，雁谷沢

上流南斜面の頂部附近にあたり，雑木林によつて覆わ

れ，表土は茶褐色粘土で厚さ1は第1号孔とほ重同じであ

る。

10．準備作業

試錐機械・器材の運般は，鉱業所から山道の分岐点ま

ゼは三輪トラックで行い，それから道幅0。5～ユmの山

道は人・馬によつて運送した。試錐機は後述のように自・．

走装置によつて自力で運行した。総運搬量は重量で約5

tである。試錐機械の据付は7寸角材を2段使用し，、表

土中に2組めデッドマンを据え5／8”のチエンとタ｝ン

バックルによつて試錐機を完全固定レた。試錐櫓は末口

11．使用機械

11．1試錐機
　　　Boyle自B：ros，Drilling　Co．L　T　D製B　B　S

　　　－1型高速度回転試錐機

　　能。カ　A×（48皿ノm）孔径で300m

　　廻転数50～1，500RIPM
　　掘進方式　油圧式

　　　油圧ポンプはU。S。A．Racine社製．，

　　動力25H》
　　　U．S．A．Wisconsin社製4気筒，空冷式ガソ

　　　リンエンヂン・

　　総重量　約750kg

　　自走装置付

11．2　試錐用ポンプ

　　3連式プランヂヤーポンプ

　　最大吐出量　　901／min

　　最高犀力　35kglcm2・
　　空’冷式　7伊，ガソリンエンヂン

B　B　S－1機は以上のような掘進装置である。

　』動力・自走装置が単体構造化された試錐機であつ

て，自走装置とは，錐進の際のドリルロツド捲上げ用

のドラムを利用して自力で運行できるもので・機械本

体の下部フレームはスキー状になつている（最近の国、
’
産
機 もこの設備が装置してある）。この装置によつて道

路のない山中等め機械運搬匠は自ヵで進み，かつ40。角

89一（567）
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’　　第10図　　試錐柱状図（坑内試錐は鉱山で実ケ色）

1

程度までの勾配も登ることができる。調査においても

山道・傾斜面があるにもかNわらず迅速に運搬移動欺駄

できたQ’

12．掘　進

　12．1第1号孔
　掘進方向垂直，深度90．16m。

　深度7mまでの表士の部分は83m／mケーシングパイ

プを挿入し，それ以後は75m／mメタ＞レク1ラウンを装填

』したコァーチュープによつて掘進した。

　弩mlmメタルタラウンによる石灰岩の平均錐進記録

は次の通りである。

　　　　錐進速度　　5～7cmlmin

　　　　回転数　 250～300RPM
　　　　給圧力　 100PSI
　石灰岩は亀裂が非常に多く，そのため錐進中のビット

に対する震動が大で，かつ循環水は常に全逸水した。

　鉱体の上盤をなす石灰貴は上部では灰色で，深度蹄m

附近から白色結晶質石灰岩に変わつた。深度50mで73

m／mケーシングバイプを挿入し，孔径を65m／m1におと

した。深度55mから徐々に瓢灰色石灰岩に変化した。深

度81mでAXケーシングパイプを挿入，孔底を：掃孔し’

た。これは着鉱予定深度であるのでケーシングパイプに

よつて試錐孔を完全保持し，かつボルツビットに切換え

るためである。深度81mからAXボルツビットおよびス

イベル式ダブルコアーチュープによつて掘進し，深度

　81．30mで着鉱した。着鉱後の掘進は最も慎重に行つた

が，鉱石錐進時の記録は次の通りである。

　　　　錐進速度　　3．5cmlmin

　　　　廻転数　 500RPM
　　　　給圧力　，2001PSI
　．岩芯採取率を保つため50～60cm錐進ごとにコアーを採

取した。深度86mでスカルンに豪わり86・22mからふた

、び鉱石になり，90．01mで粘板岩に到達した。

　鉱石部分の岩芯採取率は96％である。

　純掘進日数当り錐進…・4．28mノ日

　12．．2第2号孔

　掘進方向垂直，深度’80．75m
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　地表から深度7・20mまでは表土ズ，それ以下は白色

結晶質石灰岩になり，P深度27mから駒緑色粘土状スカル
ー
ン
鉱
物 が4mあり，ふた》び灰色石灰岩になつた。深度

・65mがら灰色珪質砂岩とスカルン化した灰色粘板岩にな

り，深度70m附近から珪化した珊岩およびスカルンとと

もに少量の黄銅鉱・方鉛鉱を含む鉱体および珪灰質スカ

ルンと石灰質粘板岩となり，深度77．50mから黒色珪質

粘板岩となつた。深度65m附近の紛岩は雁谷沢の露頭に

ある岩脈の一部を貫通したものと思われる。下盤の粘板

岩は葦質で緑泥石・方解石の細脈があり，硬くてポルツ

ビットの消耗は大であつた。

θ

の消耗量の大きいことがわかる。ポルツビ，ット使用時の

記録は掘進の項を参照されたい。

14．試錐孔測定

　孔曲り測定は沸化水素を利用した測定器で行つたが，

ケーシングパイプ挿入後であつたため，パイプの磁性の

ために磁針が不安定で完全な記録が得られなかつたが，

ほとんど垂直であつた。

15．試錐経費

試錐経費の直接費の種目別比率は下記の通りである。

8
　　　1　　　』〈／01
　　　1
　　　1
　　　ヨ
　　　；
1vo2　　1
　　　－1。

　　　旨

　　　1
　　　2
　　　1
　　　｝
　　　；

人
．

件
．

費

施　設　費

ビツト費

7

6

4

3

の
↑1

・／　Z　3　4　　5　6　　7　8　　θ　10　1ノ∠2／3　〆4　6　／6／7！硯ノ9202〆

消耗品費
現場運搬費

・旅費・人夫賃

櫓ポ揚水パイプ設備費

ボルツビツトのリセット，

ナツプ等

燃料・セメント等

　修理費
　た父し貨車輸送費，原価償却費，

パイプ等のInitial　Costは含まない。

　』l　m当り経費概算は2，750円で劇る。

　F45％

　　20％

メタル

　　14％

　　13％

第1号孔から第2号孔への移動等

　　　　　　　　　　　　　17％

　　　　　　　　　　　　　　1％

　　　　　　　　ビット，ケーシング

一・臼数

第11図　純掘進日数当り錐進表

　純掘進日数当り平均・…7．34m／日

　これは第1号孔の掘進m数に比較して3m程度の増加

である（第11図参照）。

　　　　　　　13．使用Lたビツト類

　メタルクラウンは75m／m，65m／m，AXサイズ等13～

15個を常に用意し，7～10m掘進するごとに研磨して使

用』したが，消耗度は全体として磨耗約γ0％，破砕・脱落

約30％であつた。

　ボルッビットはAX表面植付ボルツで乳3．05ct植込

み2個，AXリーマー1個を使用’した。

　1223（ビット番号）

灘liiiilill隣馨撰翻

　1224（ビツト番号）

魏綴｝織舞
　以上2個のボルツビットはリセットの限界にきてい

る。これによつても下盤の葦質粘板岩の掘墾時のボルツ

16．今強の試錐について

　（1）使用する試錐機は高馬力，自走装置付が望まし

1く，石灰岩はメタルクラウンで掘盤し，鉱体・粘板岩は

ボルツビットを使用するのが適当である。

　（2）人件費としては純錐進時間を多くし，錐進率を

上昇させ，少数の熟練技術者で作業を行い，機械・器具

の完全整備が必要である。

　・（3）　ビ』ットはボルツ粒子1／、5～1／2。ctで，クリスタル，

，エッヂよりもラウンドストンの方がよい。またAXより

もE　Xにした方が価格も安く錐進率も早くなる。E　Xサ

イズにしても完全なダブルコァーチューブを使用すれば

岩芯採取率の低下は防げる。また各種類のインプリグネ

ーテッ、ドビットを使用して研究する必要もある。

　使用上の注意事項としては，

　（イ）岩石に適合したビット回転数・ビット給圧等に

常に留意し調整する。

　（ロ）下盤の粘板岩等は余計に掘墾しない。

6）コアr詰號さ遡い・

　（4）消耗品費

　動力は電動機にすればよいが，試錐量と設備費との関

係で検討すべきである。

　（5）　ケーシングパイプおよびドリ『ルロッド

　石灰岩は完全逸水しスライムが沈澱硬化するので必要
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第 ’1一

鉱　　山　名

野　地　鉱　山

＼

大　山　鉱　山

川井山鉱、山

狐塚　鉱　山

銅　畑　鉱　山

位 置

山口県阿武郡生雲村，字野地

桜郷鉱山北方約2、5km』

山口県阿武郡生雲村，宇大山

野地鉱山南方約100m

山口県阿武郡生雲村，字松井

桜郷鉱山東方約2km

山口県阿武郡生雲村，字成谷

川井山鉱山北方400m

山口県阿武郡生雲村，字銅畑

川井山鉱山東北方約2km

棄 通

小郡線三谷駅から吉部行バス

大山下車，’北西方約400m

グ

大山下車，西方約300m・

ゲ

銅下車，北東方約1km・トラ

ックを通ずる

グ

銅下車，北東方約1輩m。ト

ラックを通ずる

ヴ

大山下車，東方約2km

沿 革

露頭は明治末期に発見，探鉱し

幾何もなく・中止

昭和28年5月探鉱開始

不詳

多くの権者の小規模探鉱，』稼行

が断続し現在に及ぶ

』採掘は明治10年～30年頃が最

盛，200尺以上の大立坑あり，

湧水のために中止，こんにちに

至る

川井山鉱山とほ求同時代に最

盛，製錬も実施されていた

銀が山積し，昔日盛に擦掘，製
　　　　　　　　　　　　ヒ
錬が行われたことを示す　、

詳細不明「

であるが，崩れ易い部分が多いからDrive　Casingを

するので材質の良好な△Xケーシングを80m，E　Xケー

シングを工00；n用意し，石灰岩の部分はAXを挿入し，

もし挿入不能の場合はEXケーシングを必ず完全挿入す

る。ドリル冒ッドはEロッドで充分であろう。

17．今後の試錐地点

　桜郷鉱山の深部の鉱床状態を知るためには今後さらに

多くの試錐を施行することが必要であつて，例えぱ第1

号孔は着鉱したが鉱床の規模を語るには資料不充分であ

る。第2号孔も鉱体に近い感はあるが不明である。

　（1）第1号孔附近に鉱床の完全把握のため，なお2

～3孔は必要である。

o

　て2）第2号孔附近に近接あるいは掘進角度を変えて

2～3孔打ち鉱床を発見する。

　（3）雁谷沢から北方へ200m四方に数孔。以上約10・

孔，1孔100mとして延約1，000m，試錐機1台を使用”

し，冬期を除いて12～15カ月で調査できると考えら紅る

（塚本記）。

18．結　　言吾

　本調査地の2種の鉱床については，要するに両者とも・

接触交代鉱床である。これら含銅磁硫鉄鉱鉱床と，銅・

鉛・亜鉛鉱床との相違ぼ，鉱石鉱物の相違を除いては母

岩・スカルン・岩脈の有無等にある5

　しかし詳しくは着ノ谷坑閃に閃緑玲岩を認め，かつぞ
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表

地質および鉱床
花南斑岩中の黄鉄鉱・石英脈

鉱脈の走向N2qOW・、600W傾斜。鉱脈の幅10

～30cm
鉱石は裂罐破砕帯中の黄鉄鉱の鉱染鉱

1石灰岩と珊岩との間に介在する接触交代鉱床

桜郷鉱山の桜1号坑鉱床に類似する

一部に含銅磁硫鉄鉱鉱床参発達するが・大半の

鉱床は銅・鉛・亜鉛の不規則脈状鉱体

露頭の走向：N400E，700E傾斜，鑓幅0．6m

鉱石鉱物

黄鉄鉱（大
半）

黄銅鉱

斑銅鉱
孔雀石
黄銅鉱

・磁硫鉄鉱
方鉛鉱（稀）
閃亜鉛鉱

　　て稀）

桜郷鉱山附近の石灰岩から見掛け上上部の石灰
，岩とこれを貫ぬく正長石斑岩岩脈との間に介在
する接触交代鉱床でスカルンを伴なう。
膨縮著しい脈状鉱体で走向N40QWで垂直に傾
斜する
桜郷鉱山の銅・鉛・亜鉛鉱床と較べ方鉛鉱・閃
亜鉛鉱が多く，や》低温，低圧のものと考えら
れる・

水没坑下に良品位鉱幅15mのものは残している
という

川井山鉱山の延長と考えられる

1紛岩とこれに貫ぬかれる石灰岩との境にスカル
ンを伴なつて胚胎する
接触交代鉱床
露頭の走向N－S，20。E傾斜

黄銅鉱’

方鉛鉱
閃亜鉛鉱

孔雀石
黄銅鉱
黄鉄鉱自

ス1カルン匹

な　し

灰鉄輝石

柘榴石
透輝石
珪灰』石

珪灰石
柘榴石（2種）

庚鉄輝石

緑簾石

柘榴石
　　（多し）

灰鉄輝石

品 位

低・品位

Cu6％±・

ときに高品位
鉱あり

見込粗鉱品位

Cu5％

掘残、し鉱石の

見込品位
Cu3％±

一ときセご20％

　に達す．る

貯鉱約1t

現 況

探鉱坑道約30m
旧坑1，従業員，
2名

兼元重工業（株）

　兼元兼一
大阪府北河内郡
庭窪町

坑道，長迫坑，
芋ケ迫坑および
新坑
主として新坑探
鉱中
高橋種一
　山口県須佐町

休山，旧坑多し

古河鉱業（株）

千代田区丸ノ内

廃山

旧坑等一切埋没す

1953．5再開

斜坑，水平坑各

1を断続掘進中

旧坑多し

の近くにあたる部分に閃亜鉛鉱をゑるところもあり，母

岩は裂罐をおもに考えると本質的に異なるとは思われな

い。したがつて筆者は，2種鉱床の相違は，た父主とし

て磁硫鉄鉱帯が，銅・鉛・亜鉛鉱帯よ，り早期に分化晶出

したことによつたものと考えている。すなわち銅・鉛・

亜鉛・鉄，混熔鉱液は温度の低下に伴なつて主として鉄

に富む部分を先に分化晶出し，’その後で晶出温度の限ら

れた銅・亜鉛に富んだ鉱液をしぽり出しづっ岩脈の上昇

をみたとぴうことであるが，，なお鉄に富んだ鉱液の一部

はその後にも動いているごとを附記しておく。念のため

申し添えるが，これは直ちに両種鉱床が，Telescoped．

Ore　zoneを形成して相互に移化することを意味づけた

のではない。然るか否かは今後に残されている。

　　

　　（昭和28年10～11月および30年10月調李）

　附　その他の鉱山の概況　一

　桜郷鉱山（瑞穂鉱山を含めて）のほか，調査地の周辺

には，大山鉱山・狐塚鉱山・川井山鉱山・銅畑鉱山兜，野』

地鉱山がある。

　これらの鉱床にっいては，詳しい調査は行い得なかつ

た嫡鉱山別の表齢？て概況報母す釈第俵参
臼照）。
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